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論 文 内 容 の 要 旨
ジベレリンは稲の馬鹿置病菌 G ibberella fujikuroiの代謝生産する植物生長促進物質である｡ この物質
の植物に対する作用を総括すれば生長過程にある幼君組織の細胞伸長作用である｡ この生長促進機序につ





生後 5 日目の幼若マウスにジベレリンA の Ca塩溶液を, 体重 Pro K ilo 800m g (Sublethal 量) を毎
日腹腔内ならびに筋肉内に注射して, 注射開始後第 5 週目, 第7 週目, 第 9 週目の変化を観察した｡
(結 果)
1) 体重変化については, 腹匿内注射群はいずれも非投与群に比し, 体重は増加していたが, 筋肉内注
射群はほとんど非投与群との差は認められなかった｡
2) 摘出下肢骨格長ならびに重量はほぼ体重変化と平行し, 非投与群に比し腹腔内注射群では首格長は
15- 21% の増加が認められ, その重量も骨格長にほぼ比例して増加していた｡
3) 腔骨中枢側骨端軟骨の組織学的変化は腹腔内注射群は非投与群に比し, 骨端軟骨板の厚さを増大し
(33% ～38% ), 軟骨細胞柱の配列は真直で整然としてお り, 増殖層における軟骨細胞は円形で, 大きく,
軟骨基質は著しく増大し, かつ細胞分裂が旺盛で M itosis が多くみられる｡
筋肉内注射群における組織像はほとんど非投与群のそれと同一所見を呈していた｡
4) 組織化学的変化






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ジベレリンは稲の馬鹿酋病菌 (G ibberella fujikuroi) の代謝生産する植物生長促進物質であるが, 普
者は植物に対して著しい生長促進作用のあるジベレリンが動物の生長に対していかなる影響を与えるか,
とくに骨, 軟骨の生長にいかなる変化を与えるかを知るため, 生後 5 日目の C F I 系幼若マウスにジベレ
リンA の C a 塩溶液を 800m g/kg の割合で腹腔内ならびに筋肉内に注射し注射後 5週, 7 週, 9週目の変
化を観察した｡
その結果, 腹腔内注射群では非投与群に比し体重の増加, 摘出下肢骨格長および重量の増加が認められ,
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